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次号予告「バーチャルリアリティーが切り開く視覚科学」

巻頭言
自律性を獲得して完成に近づくバーチャルリアリ 
ティー  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥櫻井研三

総合報告
バーチャルリアリティーを用いた視覚・認知研究 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥北崎充晃

解　説
360度方向に対する視空間注意特性  ‥‥‥‥‥原田佑規
視覚性自己運動感覚と姿勢制御  ‥‥‥‥‥‥‥藤本花音
自己運動知覚と安全マージン  ‥‥‥‥‥‥‥‥黒田尚輝
バーチャルリアリティーを用いた歩行の理解と支援 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥樋口貴広

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
53巻 12号「ハイパースペクトルイメージングの技術動向」
54巻 1号「中赤外フォトニクスデバイスと応用の広がり」
54巻 2号「健康長寿社会の実現へ向けた光医療」
54巻 3号「光散乱による微粒子計測の応用」
54巻 4号「高速大容量光通信を支える次世代の光変調器」 

//編集後記 //

　53巻 10号「次世代の人工現実感を映し出す技術」が
無事発行されました．本号は先月号の「光学とバーチャ
ルリアリティーのこれから」に引き続き，光学と XRに
関する特集となります．身近なところで体験できる機会
が増えてきた XR技術が，今後，もっと発展していくと
確信できる興味深い記事でした．
　2号続けての編集後記なので，今回は XRに関わる特
集号が連続した経緯について紹介したいと思います．
「光学」では，毎回一つの特集号について，まず担当の
編集委員が特集したいテーマと内容案を提案し，編集委
員会にてブラッシュアップしながら企画を決定します．
今回の場合，私が特集したい内容として最近興味を持っ
ていた XRに関わる内容を提案したのですが，その打ち
合わせで，偶然なのですが当時の編集委員長（宇都宮大
学・山本先生）がバーチャルリアリティ学会との合同企
画号を考えていたと知らされました．結果として，「そ
れならいっそ連続で特集しよう」という流れになり，こ
のような形となりました．
　よい機会だったので，私は 9月に名古屋で開催された
バーチャルリアリティ学会大会にも初めて参加してきま
した．普段，光学を主としている自分でもとても興味を
引かれる研究発表が多く，また，参加者の熱気のすごさ
に驚かされました．多くの本誌読者様はご専門とされる
研究分野が確立していることと想像しますが，少し足を
運んで異分野融合を模索するのも，また面白いかもしれ
ません． （酒井，森本）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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